
１ はじめに

岡山県は，苫田郡上斎原村の核燃料サイクル開発機

構人形峠環境技術センター周辺の環境監視の中で熱ル

ミネセンス線量計（以下「TLD」という）を用いてγ

線積算線量の測定を行っている。TLDによるγ線測

定法は文部科学省の環境監視のための公定法として認

められており，従来から全国でも多くの使用実績があ

る。しかし，TLDは，①フェーディングにより夏場

には値が低下する場合があること１，２），②素子のロット

によっては自己被曝が無視できないこと，③測定終了

後は線量情報が素子から消失してしまい再測定が不可

能であること，④素子の自動読みとりが出来ないこと

等の欠点がある。

近年，蛍光ガラス線量計（以下「RPLD」という）

の環境監視への採用が他県でも検討されているが，

RPLDは①蛍光中心が測定時の紫外線照射に対しても

安定であり基底状態には戻らないため結果の再確認な

どのために，必要に応じて再測定が可能である。②

フェーディング特性が良い。③TLDに比較して素子

が構造上丈夫であるために多数の素子の自動測定が可

能である。といった優れた点が多い。しかし一方で

は，環境測定において，冬場の低温や湿度から影響を

受ける報告例１）もあり，岡山県が監視測定を行ってい

る上斎原村は中国山地に位置し冬期には積雪量が多い

ため，特にその影響を把握しておく必要がある。

RPLDは平成１３年３月に公定法に採用されたが，岡

山県での監視測定に採用するためには，事前にその測

定法に習熟して課題の把握をしておくとともに，現行

の TLD法によるデータとの継続性と斉一性を確認す

ることが不可欠であり，そのために両方法で並行測定

を行い，測定値を比較・検討した。

２ 実験方法

２．１ 調査地点

岡山県では従来から，人形峠環境技術センター周辺

７カ所及び当環境保健センター内において TLDによ

る監視測定を行っているが，同一地点において，TLD

と同じ大型の百葉箱（気象庁２型）の中にそれぞれ地

表から１mの高さで水平方向に RPLD５素子を設置し

た。湿度対策として，素子をポリ容器内に除湿剤とと

もに相互に重ならないように入れ，更にポリエステ

ル，アルミニウム及びポリエチレンの３層構造フィル

ム製のポリ袋内に全体を密封した。なお TLD素子

は，１．３mの高さに６素子を垂直方向に設定してい

る。設置期間は，２００２年１０月３日から２００４年３月２４日

の間で，TLDと同一の３ヶ月毎の期間とした。

２．２ 測定装置及び測定条件

� RPLD法

�ガラス線量計素子；旭テクノグラス株式会社製

SC－１（同一ロット）

�リーダー；同社製 FGD－２０１

設置前に素子の再生処理（４００℃で１時間加熱）

を毎回行った。３ヶ月後に持ち帰った素子は，読

み取り前に定温乾燥機を用いて７０℃で６０分間の熱

処理を施した。読み取り時のレーザパルス数は２０

パルス，また１素子の繰り返し測定回数は５回と

した。

� TLD法

�TLD素子 松下電器 UD－２００S型

�リーダー 松下電器 UD－５１２P型

運搬時における線量寄与を低減するために両素子の

現地への運搬には，鉛容器を使用した。また原則とし

て，RPLD及び TLDのリーダーのパラメータの設定

及び測定の手順については，文部科学省の放射能測定

法シリ－ズ２，３）に準拠した。

なお標準照射校正は，RPLD及び TLDともにそれ

ぞれのメーカにおける年１回の保守点検の中で実施し

た。
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表１．蛍光ガラス線量計及び熱ルミネセンス線量計による測定結果�

№ モニタリング地点 モニリング期間
（日数）

RPLD TLD

平均値
（µGy／h）

標準偏差
（µGy／h）

変動係数
（％）

平均値
（µGy／h）

標準偏差
（µGy／h）

変動係数
（％）

１ 人形峠
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０８２ ０．００３９ ４．７ ０．０９６ ０．００３２ ３．４

２ 池河
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０８３ ０．００４９ ５．９ ０．１０３ ０．００２２ ２．２

３ 夜次
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０８２ ０．００５２ ６．４ ０．０９１ ０．００１６ １．８

４ 天王
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．１０２ ０．００２５ ２．５ ０．１０９ ０．００２６ ２．４

５ 中津河
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０６５ ０．００２７ ４．２ ０．０６５ ０．００１５ ２．３

６ 赤和瀬
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０８１ ０．００５３ ６．６ ０．０９６ ０．００２９ ３．０

７ 堆積場口
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０８５ ０．００１６ １．９ ０．０９９ ０．００２７ ２．７

８ 環保センター
２００２年１０月３日

～
２００２年１２月２５日

０．０８３ ０．０００４ ０．５ ０．０８７ ０．００２７ ３．１

９ 人形峠
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０７２ ０．００２８ ３．８ ０．０８４ ０．００１８ ２．１

１０ 池河
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０５４ ０．００１１ ２．０ ０．０６３ ０．００１５ ２．４

１１ 夜次
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０５０ ０．００１４ ２．８ ０．０５６ ０．００１５ ２．７

１２ 天王
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０７５ ０．００１４ １．９ ０．０８５ ０．００６２ ７．３

１３ 中津河
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０４１ ０．０００７ １．７ ０．０４７ ０．０００９ １．９

１４ 赤和瀬
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０６２ ０．００１０ １．６ ０．０７１ ０．００１７ ２．４

１５ 堆積場口
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０５０ ０．００１０ ２．１ ０．０５６ ０．００１３ ２．４

１６ 環保センター
２００２年１２月２５日

～
２００３年３月２５日

０．０８２ ０．０００４ ０．５ ０．０９１ ０．００２８ ３．１

１７ 人形峠
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０８４ ０．００１０ １．２ ０．０８８ ０．００４１ ４．７

１８ 池河
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０８２ ０．０００７ ０．９ ０．０８８ ０．００１１ １．３

１９ 夜次
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０７５ ０．０００４ ０．５ ０．０７８ ０．００２９ ３．７

２０ 天王
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０９３ ０．００１１ １．２ ０．０９５ ０．００３８ ４．０
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蛍光ガラス線量計及び熱ルミネセンス線量計による測定結果�

№ モニタリング地点 モニリング期間
（日数）

RPLD TLD

平均値
（µGy／h）

標準偏差
（µGy／h）

変動係数
（％）

平均値
（µGy／h）

標準偏差
（µGy／h）

変動係数
（％）

２１ 中津河
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０５６ ０．００４６ ８．２ ０．０５５ ０．００３５ ６．３

２２ 赤和瀬
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０８８ ０．００１３ １．５ ０．０８５ ０．００５８ ６．８

２３ 堆積場口
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０９３ ０．００３７ ４．０ ０．０８７ ０．００３５ ４．０

２４ 環保センター
２００３年３月２５日

～
２００３年６月２５日

０．０８５ ０．００６９ ８．０ ０．０８１ ０．００２１ ２．６

２５ 人形峠
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０９２ ０．００４１ ４．５ ０．０９５ ０．００１８ １．８

２６ 池河
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０８９ ０．００１４ １．６ ０．０９９ ０．００１７ １．７

２７ 夜次
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０８２ ０．００１８ ２．３ ０．０８８ ０．００２１ ２．４

２８ 天王
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０９６ ０．００１２ １．２ ０．１０６ ０．００３１ ２．９

２９ 中津河
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０５７ ０．０００４ ０．７ ０．０６３ ０．００１２ １．９

３０ 赤和瀬
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０８２ ０．０００８ １．０ ０．０９０ ０．００２１ ２．３

３１ 堆積場口
２００３年６月２５日

～
２００３年９月２５日

０．０９３ ０．０００６ ０．６ ０．０９８ ０．００１５ １．５

３２ 環保センター
２００３年６月２４日

～
２００３年９月２５日

０．０８０ ０．００１９ ２．４ ０．０８３ ０．００１７ ２．０

３３ 人形峠
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．０９７ ０．００２４ ２．５ ０．０９７ ０．００２１ ２．１

３４ 池河
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．０９４ ０．０００４ ０．４ ０．１０１ ０．００２７ ２．７

３５ 夜次
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．０８８ ０．００２１ ２．５ ０．０９１ ０．００２３ ２．５

３６ 天王
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．１０５ ０．００３１ ２．９ ０．１１２ ０．００２０ １．８

３７ 中津河
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．０６４ ０．００３２ ４．９ ０．０６８ ０．００２２ ３．３

３８ 赤和瀬
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．０８９ ０．０００６ ０．７ ０．０９３ ０．０００９ １．０

３９ 堆積場口
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２４日

０．１００ ０．００２８ ２．８ ０．１０１ ０．００３７ ３．７

４０ 環保センター
２００３年９月２５日

～
２００３年１２月２５日

０．０９１ ０．００２０ ２．２ ０．０８７ ０．００２０ ２．３
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３ 結果及び考察

１時間あたりの線量率に換算して，表１に測定結果

を示した。その結果に基づき図１に相関図を示した

が，相関係数は高く両者の数値は良く一致した。２００３

年度については，厳重な湿度対策のために３層構造

フィルム製のポリ袋を使用したが，２００２年度には使用

していなかった。図から明らかなように，両者の結果

に差異が見られた。そのため２００３年度だけの結果を取

り出して，図２に四半期毎にプロット記号を分けて表

記した。

第２四半期（TLDのフェーディングの影響）と第

四半期（RPLDの低温による影響）のいずれの時期に

ついても，両方法間に顕著な差異は出なかった。この

ことは新潟県の行った調査報告１）と異なったが，今後

のデータの蓄積を待って検討したい。

同一地点における素子間の変動係数を比較するとそ

の平均値では，両方法はともに２．７％で同等であっ

た。本来，特性としては，RPLDの方が TLDより変

動係数は小さい１，４）とされているが，逆になった結果が

いくつかあるとともに，No．２１等５％を超えるものが

４件あった。異常値の原因解明のために素子の配置等

について検討調査を行う必要がある。なお日本分析セ

ンターに依頼して RPLD素子を標準照射してもらい

返送された素子を測定したところ，標準照射量１５７µGy

及び２３６µGyに対して，測定値は１５３µGy及び２３０µGy

であり，その差は３％内でよく一致していた。

両素子について宇宙線の寄与と自己照射線量を

チェックするため，測定期間中は毎回，５cmの鉛ブ

ロック容器内にそれぞれの素子を保管設置して並行測

定したが，RPLD；０．０１６～０．０１９µGy/h，TLD；０．０１６

～０．０１９µGy/hと同等であった。

蛍光ガラス線量計及び熱ルミネセンス線量計による測定結果�

№ モニタリング地点 モニリング期間
（日数）

RPLD TLD

平均値
（µGy／h）

標準偏差
（µGy／h）

変動係数
（％）

平均値
（µGy／h）

標準偏差
（µGy／h）

変動係数
（％）

４１ 人形峠
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０８３ ０．００２７ ３．２ ０．０８７ ０．００１８ ２．１

４２ 池河
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０６７ ０．００１０ １．５ ０．０６９ ０．０００８ ０．０

４３ 夜次
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０５６ ０．０００８ １．５ ０．０５２ ０．００１３ ０．０

４４ 天王
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０８７ ０．０００８ ０．９ ０．０９０ ０．００２７ ３．０

４５ 中津河
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０５０ ０．００１１ ２．１ ０．０４８ ０．００１９ ４．０

４６ 赤和瀬
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０７３ ０．００２８ ３．９ ０．０７４ ０．００１８ ２．４

４７ 堆積場口
２００３年１２月２４日

～
２００４年３月２３日

０．０６２ ０．００２６ ４．３ ０．０５８ ０．０００７ １．１

４８ 環保センター
２００３年１２月２５日

～
２００４年３月２４日

０．０８６ ０．００１７ ２．０ ０．０９５ ０．００１３ １．４

４９ 環保センター B
２００３年１２月２５日

～
２００４年３月２４日

０．０８２ ０．００２０ ２．４ ０．０８０ ０．００２１ ２．７
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４ ま と め

従来からγ線積算線量の監視測定に用いて来た

TLD法と RPLD法の測定結果は良く一致しており，

データの継続性は保証されることがわかった。今後は

より精度の高い測定をするために，素子の配置と手順

の細部を検討する。
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図１．RPLD及び TLDによる γ線量間の相関 図２．RPLD及び TLDによる γ線量間の四半期毎の比較
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